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ARTSAT API とは

• ARTSAT API とはさまざまな人工衛星のテレメ
トリーデータや状態を取得したり衛星を制御
するための アプリケーションプログラミング
インターフェースを提供するライブラリです。

• openFrameworks addon と、Web API として提
供されています。



ARTSAT API を使うと

• openFrameworks addon を使うと iPhone や iPad 

上で動くモバイルアプリケーションや MacOS 

X 用のアプリを簡単に開発できます。

• Web API を使うと、Arduino や組み込み機器な
どからも HTTP 通信を通してデータを取得す
ることができます。
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openFrameworks addon



ofxARTSATAPI 概要

• openFrameworks の機能拡張である addon (C++ 

言語で記述されたクラス群) として提供されま
す。

• ARTSAT API の addon は ofxARTSATAPI と呼ば
れます。

• openFrameworks に組み込んで利用します。



ofxARTSATAPI クラス
ofxSAT すべての衛星に共通する基本的な機能を提供するクラス

ofxSAT::Notifier 通知を受け取るための機能を提供するクラス

ofxSAT::TLERec TLE (２行軌道要素形式) を表す構造体

ofxSATLocalDB クライアント側にデータベースを持つ衛星に共通する基本的な機能を提供するクラス

ofxSATRemoteDB サーバ側にデータベースを持つ衛星に共通する基本的な機能を提供するクラス

ofxSATTemplate 各種さまざまな衛星を表すクラスを実装する起点となるテンプレートクラス

ofxInvaderSAT INVADER 衛星を操作する機能を提供するクラス

ofxEasyCubeSAT CubeSAT を抽象化した仮想の衛星を操作する機能を提供するクラス

ofxSATError エラー値を表現するクラス

ofxSATTime 時刻を表現するクラス

ofxSATTimeDiff 時刻差を表現するクラス



ofxARTSATAPI の利用
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ofxARTSATAPI の利用

↑ヘッダファイル

ソースファイル→



ofxARTSATAPI の拡張
• ARTSAT API はオープンソースプロジェクトであ
り、MIT ライセンスの元で配布されています。

• ARTSAT API に独自衛星の機能を追加するには、
ofxSAT のサブクラスを実装します。

• 最新バージョンは github の公開リポジトリにて開
発されています。

 →　http://github.com/ARTSAT/ofxARTSATAPI



Web API



Web API 概要

• HTTP 通信を利用したウェブベースの API で
す。

• HTTP GET で API を呼び出し、JSON, JSONP, 

XML の形式で結果を取得できます。

• ウェブアクセスの可能な環境であれば何処か
らでも利用することができます。



Web API メソッド
/invader/getAvailableTime? データを取得可能な時刻の一覧を取得

begin= データを取得したい時刻の範囲を指定（省略不可）
UNIX timeend=

データを取得したい時刻の範囲を指定（省略不可）
UNIX time

limit=
取得可能な時刻の最大数を指定（省略時は 10 個）
整数

format=
結果の書式を指定（省略不可）
json, jsonp, xml

/invader/getSensorData? 指定した時刻の指定したセンサのデータを取得

sensor=
センサの種類を指定（省略不可）
lat, lon, alt, ax, ay, az, px, py, pz, mx, my, mz, tpx, tmx, tpy, tmy, tpz, tmz, tin, epx, emx, epy,
emy, epz, emz

time=
データを取得する時刻を指定（省略時は現在時刻）
UNIX time

format=
結果の書式を指定（省略不可）
json, jsonp, xml



Web API の利用

• データを取得可能な時刻の一覧を取得

 http://api.artsat.jp/web/invader/getAvailableTime?
begin=1355805660&end=1355808060&format=json

• 取得結果

 {"time":
[1355805660,1355805670,1355805680,1355805690,
1355805700,1355805710,1355805720,1355805730,
1355805740,1355805750]}



Web API の利用

• 指定した時刻のセンサのデータを取得

 http://api.artsat.jp/web/invader/getSensorData?
sensor=lat&time=1355808060&format=json

• 取得結果

 {"data":15.52072}

 



Web API の利用



ARTSAT API の入手

• openFrameworks addon

 http://api.artsat.jp/of/download/ofxARTSATAPI.zip

 http://github.com/ARTSAT/ofxARTSATAPI

• openFrameworks addon reference

 http://api.artsat.jp/of/reference/index.html

• Web API

 http://api.artsat.jp/web



オープンソース

• ARTSAT API はオープンソースかつフリーウェ
アとして機能を追加してゆく予定です。

• 各種衛星のデータのご提供や、独自クラスの
実装、開発へのご参加をお待ちしておりま
す。

        >>   http://github.com/ARTSAT   <<



http://artsat.jp


